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平成 30 年 11 月 12 日 

ホルスタイン種の 2018－12 月評価に係る変更点 

 
 2018－12 月の国内評価および国際評価において体型形質および繁殖形質の遺伝的能

力評価（遺伝評価）モデルの変更を行います。なお、12 月の国内評価は雌牛についての

み公表されるので、国内評価の種雄牛は 2019－2 月評価に変更となります。また、繁殖

形質について 2018－12 月からインターブルが実施する国際評価（海外種雄牛）に参加

します。 

 
１．体型形質の遺伝的能力評価モデル変更 

これまでの体型形質の遺伝評価は、種雄牛は初産の体型審査記録を用いたアニマルモ

デル、雌牛は初産の体型審査記録と 2 産以降の体型審査記録を別形質とした 2 形質アニ

マルモデルでそれぞれ行ってきたところですが、ゲノミック評価を効率的に実施するた

めに、2018－12 月評価から、種雄牛と雌牛の遺伝評価モデルを統一し、初産から 3 産

までの体型審査記録を同一形質として扱った単形質反復アニマルモデルでの遺伝評価に

変更します。従来モデルと新モデル間の決定得点の順位相関は、後代検定済種雄牛※394
頭において 0.99 と高く（図 1）、モデル変更に伴う順位の大きな変動は見られません。 
 

※供用中または供用停止後 1 年以内のもの、供用されなかったもので成績判明後 1 年以内のもの及び

これら以外の検定済種雄牛で 15 歳未満のもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 後代検定済種雄牛 394 頭に対する決定得点の遺伝評価値のモデル間の散布図 
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２．繁殖形質の遺伝的能力評価モデル変更および国際評価参加 
 これまでの繁殖形質の遺伝評価は未経産娘牛受胎率、初産娘牛受胎率、2 産娘牛受胎

率、空胎日数および初産 305 日乳量の 5 形質アニマルモデルで行ってきたところですが、

2018－12 月評価からインターブルが実施する国際評価に参加するため、2018－12 月評

価から未経産娘牛受胎率、初産娘牛受胎率および空胎日数の 3 形質アニマルモデルでの

遺伝評価に変更します。このことにより、2018－12 月評価からは、2 産娘牛受胎率の遺

伝評価値は公表されません。なお、従来モデルと新モデル間の各繁殖形質の順位相関は、

後代検定済種雄牛※394 頭において未経産娘牛受胎率で 0.90、初産娘牛受胎率で 0.92 な

らびに空胎日数で 0.93 であり、若干の順位の変動はあるものの、極端に順位が入れ替わ

る個体はありません（図 2）。また、国際評価に参加することで、多くの海外種雄牛につ

いて繁殖形質の遺伝評価値が判明するとともに、それら海外種雄牛の遺伝評価値を繁殖

形質のゲノミック評価に利用することにより、国内のゲノミック評価の精度向上が期待

されます。 

 
※供用中または供用停止後 1 年以内のもの、供用されなかったもので成績判明後 1 年以内のもの及び

これら以外の検定済種雄牛で 15 歳未満のもの 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 後代検定済種雄牛 394 頭に対する各繁殖形質の遺伝評価値のモデル間の散布図 
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